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第 3章
タンザニア市場における中古衣料品と
アジア製衣料品の競合
―トランス・ナショナルなインフォーマル交易の台頭に着目して―
小 川　さ や か
アフリカ系商人が闊歩する中国の広州市。
（中国・広州市，₂₀₁3年 3 月₁₈日　小川さやか撮影）
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はじめに
　アフリカ諸国では衣料品をはじめ，自動車や自転車，家電製品，携帯電話，
パソコン，玩具に至るまで輸入消費財の多くを，日本を含む先進諸国からの
リユース品で賄っている。近年では，中国や東南アジアからの廉価な商品が
急速に輸入されるようになり，これらのリユース品と市場を二分するように
なった。本章の目的は，タンザニアを事例に，中古衣料品と中国・東南アジ
ア製衣料品（以下，アジア製衣料品と記す）の供給・流通システムおよび消費
者による衣料品の購買行動を明らかにし，このふたつの商品がどのような仕
組みでアフリカ市場に浸透しているのかを考察することにある。
　中古衣料品と非正規品を数多く含むアジア製衣料品は，いずれも大量生
産・廃棄やイメージ・記号の消費に特徴づけられる先進諸国の消費文化と深
く関連して生み出され，かつ先進諸国の消費文化・システムの維持や再生産
に密接にかかわってきた。衣料品の流通と消費は，植民地期から続くアフリ
カと西ヨーロッパ諸国との歴史的な経済関係に加えて，アフリカにおけるア
ジア諸国の台頭，アフリカ諸国間の経済連携の進展といった21世紀のグロー
バル経済の地勢図を説明する格好の事例である。
　たとえば，調査地であるタンザニアの事例（小川 2007； 2011； 2012）をも
とに，中古衣料品とアジア製衣料品の流通をめぐる歴史的状況を整理すると，
つぎのように概観できる。
　植民地期，その他のアフリカ諸国と同様に宗主国の原材料供給地として位
置づけられたタンザニアでは，特定産品の生産が奨励され，その輸出に特化
した経済構造が築かれた。綿はその代表的産品である。19世紀後半には，ア
フリカやインドなどの植民地で生産された綿が宗主国の産業革命を支え，産
業革命により実現した大量生産・廃棄の文化から生み出された中古衣料品が
植民地経営に利用されるという循環的な構造が出来上がった（Hansen 2000）。
　独立後，自国に広大な綿花畑をもつタンザニアは，社会主義体制のもとで，
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中古衣料品の輸入を禁止し，繊維・衣類産業の振興に力を入れた。1961年独
立から1980年までに政府は，総額 ₅ 億ドルを投資して35の国営・準国営の繊
維工場を設立した（Kinabo 2004，2）。しかし1970年代末からの経済危機にタ
ンザニアの繊維・衣類産業は低迷し，1986年に IMF 主導の構造調整政策を
受け入れ経済自由化された後は，１経営や財政管理のずさんさや，２電気・
水道料金などの操業コストの高さ，３不適切な税制度，４近代技術の欠如な
どの問題に加えて，異常に低価格な中古衣料品が大量に流入し，軒並み経営
不振に陥った（Ladha 2000）。1990年代には民営化を通じた繊維・衣類部門の
復興がめざされたが，タンザニアでは，アフリカン・プリント布の生産を除
いた繊維・衣類産業は育っていない（詳細は小川 2007， 84-87）。
　近年，タンザニアでは，中古衣料品の輸入規制を求める動きが進展した。
しかし南アフリカやナイジェリアなどとは異なり，競争力をもつ衣類をすぐ
に生産できる段階にないタンザニアのような国での中古衣料品の規制につい
ては，後述するように中国・東南アジア製衣料品の流入増加を招くだけであ
るとして疑問を呈する見解もある（Hansen 2004）。しかし2000年以降，急速
に進んだ東アフリカ諸国間の経済連携に際して，各国の足並みをそろえた規
制が推し進められていく。
　タンザニア，ケニア，ウガンダの東アフリカ三国は，2001年に東アフリカ
共同体を再結成し（2007年にルワンダとブルンジも加盟），2005年には域内関
税の段階的廃止と対外共通関税の導入をめざした関税同盟を結成した。2010
年には共通市場化への移行が宣言される。この流れにおいて，中古衣料品に
対する規制は「自国」ではなく，隣国のケニアやウガンダも含む「域内」産
業保護・育成において検討すべき課題となり，中古衣料品にかかる関税が大
幅に引き上げられることとなった。従来は，輸入された中古衣料品に対して
関税25％，付加価値税20％が賦課されていたが，新しい税率では関税50％，
付加価値税20％が賦課されることになった（小川 2011；2012）。
　しかし，中古衣料品にはブランド品を含む高グレード品もあり，すべての
中古衣料品と競争できる衣類を域内産業で生産することは困難である。その
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うえ，上述のとおり，2000年以降，対アフリカ貿易振興策を掲げた中国をは
じめとするアジア諸国から，非正規品を含む廉価な新品衣料品が中古衣料品
に代替するかたちで流入し，市場を席巻しつつある。現在のタンザニアの衣
料品市場で起きていることとは，先進諸国からの中古衣料品と東アフリカ域
内産の衣料品との競合ではなく，先進諸国からの中古衣料品とアジア諸国か
らの新品衣料品との競合である。
　このようなタンザニアの衣料品市場における中古衣料品とアジア製衣料品
の競争は，当然のことながら，ヨーロッパ・アメリカとの貿易協定（西浦 
2007; 福西 2007）や，中国の著しい経済成長および対アフリカ貿易振興策に
強く影響されている。これまでアフリカ諸国における中古衣料品やアジア製
衣料品の流入をめぐっては，現行のグローバルな経済構造におけるアフリカ
諸国の周縁的な地位に着目して，現地産業の保護・育成の観点から輸入規制
の是非を問う研究が大半を占めてきた。しかし，中古衣料品とアジア製衣料
品の競合やその流通や消費の活性化は，草の根の商人の販売戦略や消費者の
購買行動にも少なからず影響を受けている。これらの流通を担う零細商人の
動きや消費者の購買行動に視点を転じると，両製品の浸透は主流派経済の末
端に位置しながら，それとは異なった論理で動く経済，インフォーマル経済
のグローバルな展開に大きく左右されていることが明らかになる。
　近年，中国を起点としたトランス・ナショナルなインフォーマル交易の台
頭に注目する研究が増加している。これらの研究は，本章で扱う中古衣料品
やアジア製衣料品のほか，多様な偽ブランド品，海賊版商品，コピー商品な
どの正規の流通ルートでは扱いにくい商品の流通に着目する（Mathews 2011; 
Mathews, Ribeiro and Vega 2012; Neuwirth 2011; Pleyers 2011; Ribeiro 2009など）。
現在において，発展途上国を中心とした世界各地から中国に押し寄せた零細
商人の一群は，知的財産権保護に関する法や入管法，商法，貿易協定などに
抵触しながら，独自の流通システムを形成しつつある。個別の商人の経営規
模は相対的に小さいものの，このインフォーマルな交易は，一説では，年間
18兆ドルもの利益を上げ，世界中で16億人に就業機会を提供しているという
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（Neuwirth 2011）。
　これらのトランス・ナショナルな交易の台頭に着目した研究は，国家やフ
ォーマル経済を単位・指標としてきた従来のインフォーマル経済の定義には
問題があるとし，インフォーマル経済という用語を注意深く回避する。その
代わりにこれらの研究では，「下からのグローバル化」や「非覇権的な世界
システム」など，従来の意味でのグローバル化や主流派の経済システムとの
違いを打ち出した用語を用いる（Mathews, Ribeiro and Vega 2012; Ribeiro 2009）。
あるいは，フランス語のデブルイヤージュ（débrouillage）から借用した「シ
ステム D」（ストリートワイズに依拠したシステム）（Neuwirth 2011）や，中国
語でパクリやゲリラ，コピー文化を意味する「山寨文化」（阿 2011; Lin 2011）
など，この経済の担い手が体現する文化的な側面を強調した用語を提案する。
このインフォーマル交易の全体像を示す統計資料はないため，これらの研究
は主として特定の商人の販売戦略やライフストーリー，あるいは特定商品の
交易ルートや仕組みを明らかにした民族誌的調査が中心を占めている。
　だが用語は刷新されても，これらの民族誌で描き出される零細交易人の企
業家精神や行動様式，社会ネットワークの特徴それ自体は従来のインフォー
マルセクター研究で指摘されてきたものと極めて類似している。むしろ，こ
れらの研究では，もともと共通した特徴を有していた世界各地のインフォー
マルセクターが，現行の政治経済的な変容―たとえば，中国における経済
の自由化や規制緩和，リベラル・デモクラシーの発展，情報技術やコミュニ
ケーション技術の発展，発展途上国における貧困問題の深刻化や経済格差の
拡大など―に伴っていかに共鳴し合い，ひとつの勢力となって立ち現れた
のかを示した点に特徴がある。本章では，このようなトランス・ナショナル
なインフォーマル交易のダイナミズムに着目し，上述した国家／地域経済を
単位とした輸入規制の是非とめぐる議論とは異なった視座で，アフリカ諸国
における中古衣料品とアジア製衣料品の浸透を論じたい。
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第 ₁ 節　中古衣料品の流通システムと東アフリカ諸国間交易の拡大
　本節ではまず，中古衣料品の供給・流通システムとその変容について述べ
る。中古衣料品の供給システムについては，小川（2007; 2011; 2012）におい
て詳述したため，アジア製衣料品との比較に必要な概略を述べるにとどめる。
₁ ．中古衣料品の供給・流通システム
　タンザニアで販売されている中古衣料品の多くは，アメリカやカナダ，西
ヨーロッパなど先進諸国から輸入されたものである。先進諸国の一般家庭か
ら排出される衣類は，国内においてリサイクル業者が商品化して国内外の流
通に乗せている。多くは支援や社会貢献，資源の有効利用を謳う慈善団体な
どに寄付されたり，街角の再利用のための衣類専用回収箱（textile bank）に
無料で持ち込まれたりするが，それらも最終的にはリサイクル業者に販売さ
れる。難民キャンプなどへの支援を除き，慈善団体の多くは直接的に中古衣
料品をアフリカに輸出するのではなく，リサイクル業者への中古衣料品の販
売から得た利益でさまざまな社会貢献活動を行っている。
　リサイクル業者の工場では，衣類の分類と梱包が行われている。集められ
た衣類のうち，ブランド品を含む質のよい衣類は，国内のブティックや日本
を中心としたほかの先進諸国の買い付け業者に卸すために選り分けられる。
残りの大部分の衣類は，発展途上国に輸出される。衣類として再利用できな
いものは，裁断されて工業用ウエスとして業者に販売される。
　発展途上国に輸出される衣類は，衣類の種類や対象年齢・性別に応じて分
類され，ビニールとストラップバンドで45キロから55キロ程度の塊＝梱
こり
（bale）に梱包される。梱はランク分けされており，業者によって基準は異な
るものの，多くのアフリカ諸国にはランクの低い梱が輸出されている。ここ
で重要な点は，アフリカに輸出される梱にどのような衣類が梱包されるかは，
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先進諸国の消費者の「寄付」行為と各国の消費者の購買力に依拠しており，
その時々のタンザニアの消費者の衣類に対する細かな嗜好性・流行を反映し
ているわけではないことである。
　実際にタンザニアに輸入された梱は，最新の流行品から着古されたもの，
何十年も箪笥の肥やしになっていたものまで，さまざまな衣類が混入してい
る。そのため，インド系の輸入卸売業者から梱を仕入れたアフリカ系仲卸人
は，品質や流行を基準として，中古衣料品をグレード A から C までの 3 つ
に分類する。このうち，最も高価なグレード A と中間的なグレード B は都
市部消費者を対象に商売する小売商に，安価なグレード C の中古衣料品は
農村定期市で商売をする小売商に販売される。
　このグレードごとの販路の違いには，都市部と農村部の経済格差だけでな
く，慣習や嗜好の違いも反映されている。破れや汚れがあるグレード C は，
商店やオフィスで働く都市住民にはドレス・コードとしてふさわしくないも
のが多い。他方，最新ファッションを反映したグレード A には「ミニスカ
ート」など農村部では売春婦や不良の証拠とされる衣類が多数含まれる。農
村の人々にはシルクのブランド・シャツよりも，吸汗性が高く丈夫な木綿の
シャツのほうが好まれることもある。つまり，ファッションやデザインでは
なく「重量」によって梱包された衣類は，仲卸人から小売商に流れる過程で，
タンザニア国内における購買力や慣習の違いに応じて，各地域の消費者にと
っての必要性だけでなく願望も満たすかたちに再分類され，流通しているの
である。
　しかし近年，こうした流通システムが，中国を中心とするアジア諸国から
の新品衣料品の急激な流入と中古衣料品に対する輸入規制を受けて，タンザ
ニア国内でだけでは十分に機能しなくなり，その結果，隣国である東アフリ
カ諸国を含む広域の流通システムがつくられつつある。以下では，岐路に立
たされた中古衣料品ビジネスがどのように再興されたのかを明らかにする。
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₂ ．東アフリカ諸国間交易の展開
　上述したように，近年，アフリカ諸国では中古品の輸入規制を求める動き
が進展している。これを受けて古着の梱の単価が上昇したのだが，末端商人
が中古衣料品の単価を一律に引き上げるのは難しかった。2000年代に入り急
増したアジア製衣料品との競争を考慮する必要があったためである。
　これらの新品は，後述するようにタンザニアのその時々の流行を反映して
おり，それまで出回っていた衣料品に比べてデザインがよいという特長をも
っていた。しかし一方で，タンザニア市場では，売れ筋の価格帯が高くない
ことから，その多くが模造品やコピー商品を多く含む，粗悪品であるという
欠点も併せ持っていた。その結果，アジア製衣料品は中古衣料品に完全に代
替することにはならず，むしろ消費者に特定の中古衣料品の価値を再評価さ
せることになった。品質もデザインもよいグレード A は，本物のブランド
品を含む「オリジナル」だと再評価され需要が伸びた。また新品とグレード
A の中古衣料品の購入量を増やした消費者は，グレード C を日用的な「節
約品」として見直した。しかしグレード B に分類された中古衣料品は品質
面では新品と同等であり，流行面では明らかに見劣りしたため，市場を奪わ
れる結果となった。後述するが，中古衣料品は同じ種類の衣類でも梱自体の
良し悪しや，衣類の品質・デザインにより価格差が大きいために，中古衣料
品とアジア製衣料品の価格を比較するのは非常に困難である。しかし一般的
にはグレード A の中古衣料品は，市内で出回っているアジア製衣料品より
もやや高額であり，グレード C はアジア製衣料品と比較対象にならないほ
どに安価である。グレード B に相当する中古衣料品がアジア製衣料品と同
等の価格帯にある（小川 2007，95-98）。
　さて，グレード B の在庫を抱えることになった一部の中古衣料品商人は，
グレード B のうち素材・品質のよいものを，流行りのデザインに加工する
ことで販売するという対応を試みたが，大多数の商人は中古衣料品の加工に
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は目を向けなかった。代わりに，多くの中古衣料品商人は，折しも経済連携
が進展し自由な交易が可能になった隣国の市場に注目した。彼らは，市場が
狭隘となったグレード B も混入している梱を購入するよりも，価値の高ま
ったグレード A だけを隣国から仕入れることでより大きな利益を得ようと
したのである。
　隣国から中古衣料品を輸入するタンザニアの商人は，ケニアにおいて卸売
店や仲卸人から一度に大量に買い付けることはせず，「宝探し」を意味する
クペレンバ（Kupelemba）という仕入れ戦略を採用している。タンザニア商
人は，朝から昼過ぎまでケニアの市場に連なる何百軒もの露店を駆けずりま
わり， ₁ 枚ごとに値段交渉をしながら古着を集める。これは非常に時間がか
かる方法であり，参与観察した中古靴の商人などはたった68足の仕入れに ₅
日も費やした（靴や鞄も衣類と同じように梱で輸入されるため，アフリカ諸国で
はこれらも「古着」として同じ市場内で販売されている）。
　このような仕入れ戦略を採用するのは，この交易がケニア人とタンザニア
人，あるいは民族ごとのわずかな需要・嗜好の違いに対応した「宝」―隣
国の市場でグレード B に分類され，自国でグレード A として販売できる商
品―を探し当てることで成立しているためである。
　たとえば，ケニアではスニーカーは通学用として広く普及しており，黒ま
たは白のアメリカサイズ ₈ 番から10番が売れ筋である。タンザニアでは購買
層が広いことに加えて，自分の足のサイズより大きな靴を好んで着用する習
慣があることから，多様な配色の12番以上の靴に高値がつく。同じことは，
ケニアとタンザニア以外でも起きている。つまり，現在，衣類に対する需要
や嗜好の違いを生かした，東アフリカ共同体の各都市の市場を結ぶ交易ネッ
トワークが形成されつつある。
　この東アフリカ諸国間の越境交易とは，隣国の商人が，アジア製流入にと
もない国内で価値を失ったグレード B を需要・嗜好の異なる自国へと持ち
込むことにより，グレード A，すなわち「デザイン性」を獲得して当該諸国
の消費者が欲しい商品へとその価値を変える実践である。上述したとおり，
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中古衣料品の供給システムの大部分は，先進諸国の消費者やリサイクル業者
によって担われており，梱は必ずしも現地の需要を反映してはいない。末端
のアフリカの商人が草の根の越境交易で行っている実践とは，国や地域，民
族などによる嗜好・需要の違いを巧みに嗅ぎ分けて，中古衣料品を何度も再
分類しながら，地域や国境を越えて運ぶことを通じて，輸入された梱―先
進諸国の人々の「不要品」―すべてを「誰か」にとって価値のある商品へ
と変化させる動きであるといえよう。
第 ₂ 節　アジア製衣料品の流通システムと「下からのグローバル化」
　本節では，アジア製衣料品の供給・流通システムを中国広州市からの交易
を事例に説明する。また，東アフリカ諸国間の中古品交易とこれらアジア製
衣料品の交易を担うインフォーマルな越境交易がどのような仕組みで拡大し
ているのかを明らかにする。
₁ .　アジア製衣料品の供給・流通システム
　現在，タンザニアで出回っている新品衣料品の大半は中国・香港からの輸
入品である（図 ₁ ）。2000年以前は，アラブ首長国連邦やインドからの輸入
品が多かったが，近年では中国のほか，ケニアや南アフリカからの輸入量が
増加している１。これらの中国製衣料品は，タンザニア交易人自らが中国に
渡航して買い付けてきた商品，あるいはアジア諸国に渡航した首座都市や近
隣アフリカ諸国（ケニアやウガンダ）の輸入商から仕入れたものである。
　中国の広東省広州市（三元里や小北路）には，アフリカ系交易人や移民が
多く集まることから，「チョコレート城」（Chocolate city）や「リトル・アフ
リカ」（Little Africa），「広州ハーレム」（Guangzhou’s Harlem）と呼ばれる卸売
地域が形成されている２（川島 2012，45；栗田 2011； Yang 2012）。不法入国や
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不法滞在者を含めたアフリカ系移民の人口を捕捉した信頼できる統計資料は
ないため，正確な数は不明であるが，香港大学のアダム・バドモ（Adams 
Bodomo）の調査によれば，ひとつの主要な商業地区だけで10万人以上のア
フリカ系移民が活動しているという（Bodomo 2012）。
　タンザニアの首座都市ダルエスサラーム（Dar es Salaam）市と地方都市ム
ワンザ（Muanza）市の輸入卸売商27人に対する聞き取り調査から，彼らの多
くは香港経由で広州市に買い付けに向かうことが明らかになった。彼らはま
ず香港の主要な複合ビル（雑居・安宿・商業センター）である重慶大厦
（Chunking Manshion）や美麗都大廈（Mirador Manshion）に滞在し，中国本土
へ入国するビザの発給を待つ３。ビザを取得した交易人は香港から鉄道交通
で広州市に移動する。
　ヤン（Yang 2012）によれば，広州市にはアフリカ系商人が訪れる二種類の
市場が存在する。ひとつは，ナイジェリア人を中心にアフリカ系長期滞在者
（出所）United Nations Commodity Trade Statistics Database をもとに筆者作成。 
（注）2006年と2007年のデータは入手できなかった。
図 ₁ 　新品衣料品の主要な輸入先の変化
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が経営する店舗が数多く開かれる「アフリカン・マーケット」であり，もう
ひとつは中国系の地元住民が店を経営する中国系卸売市場である。買い付け
が終わりしだい帰国する大多数の短期滞在型のアフリカ系商人の主要な交易
地は，前者のアフリカン・マーケットである。これらの交易地では，複数の
巨大な卸売ビルが林立している。卸売ビルのなかに多様な商品を扱う卸売店
が入っており，またビル内やビル周辺には，アフリカ系美容院やレストラン，
英語やフランス語，アラビア語，アフリカの言語を話すビジネス・コンサル
タント業者，通訳や仕入れの手助けをする個人営業のエージェンシー，地下
銀行や通貨交換所などが集まっている。
　後者の中国系卸売市場は，中国人のバイヤー，アフリカ系卸売商店主，中
国語通訳を雇う余裕がある大規模商人が買い付けに行く交易地であり，彼ら
の一部はここで買い付けた商品を，アフリカン・マーケットで短期滞在型の
アフリカ系交易人に販売している。また，アフリカン・マーケットで商売を
するアフリカ系卸売店主や中国系卸売店主は，これらの中国系卸売市場のほ
か，長江デルタ地域（傅 2009）や珠江デルタ地域の工場に特定のデザインの
衣類の生産を委託している者，大規模な資本をもつ短期滞在型商人に代行し
て工場からの買い付けや現地企業との仲介を行う者が存在する（Yang 2012, 
161）。
　短期滞在型のタンザニア人交易人は，卸売ビル近辺の安宿に宿泊するか，
長期滞在しているアフリカ系商人の家屋に居候し， ₁ 週間から ₁ カ月のあい
だ，卸売ビルを回りさまざまな商品を買い集める。この仕入れでも，現地企
業・工場と大規模な取引を行う大規模商人を除き，上述した東アフリカ諸国
間交易と同様の仕入れ戦略「クペレンバ」が採用されており，セレクト・シ
ョップのディーラーや普通の買い物客のように複数の卸売店舗を回り，数枚
から数十枚単位で多様なデザインの衣類，雑貨，電化製品を買い集める。中
国で仕入れる商品には，自身が経営する店での売れ行きや買い付け費用の出
資者，顧客からの注文などにより渡航前に決めている商品と，現地のコンサ
ルタント会社やエージェンシー，仲間の商人からの情報をもとに渡航後に決
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める商品の両方がある。参与観察した商人たちは，実際に携帯電話を片手に，
母国または現地の同業者と情報交換をしながら，いくつもの卸売ビルを回り，
ひとつひとつ商品を確かめながら買い集めていた。
　中国で購入された衣料品は，コンテナを共同で借りたり，現地の物流会社
を通じて，海路または航路でタンザニアに輸送される４。ダルエスサラーム
港やモンバサ港に陸揚げされた衣類は，陸路で自身または家族が経営する店
へ運ばれる。アジア製衣料品の輸入専門業者は少数であり，多くの交易人は
卸売と小売を兼ねる店舗を経営している。店に搬入された衣類は，国内およ
び近隣諸国から買い付けにくる小売店主へと卸される。これらの小売店主も
交易人と同様に，クペレンバによる仕入れを採用し，国内の複数の都市また
は東アフリカ諸国の主要な卸売街で開店する複数の卸売兼小売店を回りなが
ら，少量ずつ売れ筋の商品を買い集め，自身の店舗にて露店商や路上商人，
一般消費者に販売している。さらに露店商や路上商人もクペレンバによる仕
入れを採用し，複数の小売店を回りながら，消費者に多様な商品を販売して
いる。
　このようにアジア製衣料品は中国・東南アジア諸国で買い付ける交易人か
ら零細な小売店主，路上商人へと流れていく過程で，その時々の流行や消費
者の細かな嗜好性を反映しながら衣類選択が繰り返され，それぞれの地域の
タンザニアの消費者の嗜好に見合った商品が届けられるのである。
₂ ．下からのグローバル化のダイナミズム
　つぎに，中古衣料品の東アフリカ諸国間交易やアジア製衣料品の中国＝タ
ンザニア間の交易がどのような仕組みで活性化しているのかを検討したい。
アジア諸国とアフリカ諸国間および東アフリカ諸国間の交易において，商人
たちに共通してみられる特徴は，以下の二点である。第一に，アジア製衣料
品の輸入はチェーン・マイグレーションの形態で開始されるが，何度か買い
付けを重ねるとやがて単独で商売を行うようになること，第二に，多国籍企
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業や大規模な流通業者がほとんど参入していないことである５。
　筆者は2010年から中国，近隣の東アフリカ諸国に衣料品を仕入れにいくタ
ンザニア交易人に同行して交易の仕組みを参与観察してきた。輸入国や取扱
商品の違いにかかわらず，交易人たちは先に始めた友人や親族に同行して渡
航や商売，現地での滞在方法を体得し，その後にひとりで商売を行うように
なるという共通点がみられた。交易人たちはまた取扱商品の選択や変更にお
いても，同行者や仲間の商人からの情報に依存していた。たとえば，チュー
ブトップのマキシ丈ワンピース「ミセス・オバマ・ドレス」や厚底サンダル
の通称「ソフト」など，特定のデザインやブランド（の模造品）が流行する
と，その商品を扱う先駆者に具体的な買い付け場所や取引先を教えてもらう
ことで商売の変更を行う。ただし，これらの交易人のあいだで経済的な連携
やフォーマルな組織化は行われず，いずれの交易人も独立自営の原則で動く。
　この独立自営（夫婦や子どもとの共同経営を含む）の原則は，広州市・香
港・バンコク＝タンザニア間，マラウィ＝タンザニア間の交易に携わる商人
たちの移動先でのコミュニティ形成を調査した栗田も指摘する。栗田（2011）
によれば，物理的な距離が異なっていても，これらの交易に携わる商人たち
には「自分の資金を使用し，自分の責任で購入と販売を行い，交易人が自ら
移動して買い付けを行い，親族や少数の雇い人とともに運営する」（栗田
2011, 223）という経営スタイルは共通しているという。
　さて，特定の商品の交易について先鞭をつけた商人が後続の商人に商売方
法を教えていくと，類似商品を扱う商人はネズミ算式に増加する。その結果，
極めて短期間のうちに特定の商売が飽和状態になる。創業者利得を得たごく
少数の商人を除いて，大半の商人たちは数カ月から， ₁ ～ ₂ 年のあいだに商
売が立ち行かなくなり，新たな商品，新たな市場を開拓する必要に迫られる。
その商品や市場も同じ原理によりすぐさま飽和状態になるため，事業規模の
成長を欠いたままに取引商品や市場の開拓を繰り返していく傾向がみられる。
　これは対象とする業種が異なるものの，東（2007）が中国経済を評して
「殺到する経済」と名づけた現象と酷似している。東によれば，「殺到する経
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済」とは，「儲かる」と思われる業種にドッと大勢の人々，会社が押し寄せ
て，すぐにその商品が生産過剰に陥り，価格が暴落して，参入した企業が共
倒れになる経済のこと」（東 2007, 64）を指す。東は，過剰な殺到は値下げ競
争の悪循環を招くが，そのような場合にも，専門分野で製品を高度化して後
続者が太刀打ちできない高付加価値商品を製造する方向には向かわずに，儲
かると思われる別の分野を探して，転戦する傾向にあると指摘する（東 
2007, 93）。
　東（2007）は，このような事態に陥る原因として信頼や協力の欠如を挙げ，
中国の経済文化に否定的な評価を下している。本章では中国の経済文化につ
いて述べることはできないが，この主張は，「下からのグローバル化」に着
目する研究者たちが評価する「多大なる雇用創出」がこの殺到する経済の
「成果」である点を考慮すると興味深い。以下では，この殺到する経済を検
討するにあたり，まずタンザニア商人が「転戦」を繰り返すことが可能な背
景から検討したい。
　転戦を支えるのは，インフォーマルセクター研究で広く指摘されてきた生
計多様化戦略である。商人たちに「なぜ気前よく商売敵になり得る人々に商
売の方法を教えてしまうのか」と尋ねると，多くの商人は「試しにやってい
るにすぎない商売に秘密にすべきことがあるとは思わなかった」「教えなく
ても私の商売など簡単に盗めるものだ」などと返答し，儲かる商売に人が殺
到するのは自然の摂理であると語る。そのため，多くの商人はいずれ訪れる
経営の悪化を見越して，十分な利益を得ているうちに，ほかの事業あるいは
将来に備えた不動産の獲得に投資する傾向にある。
　より興味深い問いは，このチェーン・マイグレーションにおいて，なぜ共
同経営化が生じないかである。通常，個々ばらばらに営業するのは不経済か
つ非効率であるようにみえる。気前よく教えてあげるほどに仲がよいのであ
れば，同じ商品を仕入れに行く友人同士で共同出資して一度に大量に買い付
けたほうが経費の節約になるし，組織化して仕入れと販売を分業したり，過
剰競争を防ぐような体制を築いたほうが合理的ではないか。こうした問いに
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ついて，従来のインフォーマルセクター研究では，この経済の特徴に「独立
自営の精神」の卓越性があることに加えて，東と同様に信頼の欠如（Van 
Donge 1995など）を問題としてきた。たしかに信頼の問題はインフォーマル
経済を考えるうえで，極めて重要な問いであり，小川（2011）でも論じたこ
とがあるが，これが共同経営を阻む決定的な要因になっているかどうかは現
時点では不明である。だが，独立自営の原則で零細交易人が営業する経済が
不合理であるかは再考の余地がある。
　タンザニア交易人たちは，東アフリカ諸国間交易も中国＝タンザニア間の
交易も等しく「ネズミの道」（njiya ya panya）と表現する。ネズミの道とは狭
義には密輸や不法出入国，不法就労を指す用語である。類似した表現は，世
界中のインフォーマルな越境交易従事者のあいだで聞かれる。たとえば，ア
メリカとメキシコ間の越境交易（Gauthier 2007; 2012）や，ポーランドやリト
アニアとロシアとの越境交易（Holtom 2003）は「蟻の交易」（ant trade）と呼
ばれる。これらの表現を用いるインフォーマル交易人たちのあいだでは，営
業規模の小規模さの肯定と数の論理が強調される場合が多い。規模の小ささ
の肯定は部分的には，営業に違法性が伴うため，法や規制をすり抜けるうえ
での利便性や，検挙・摘発に遭わない適正規模があるためだとされる。より
積極的には「小規模な営業だから大規模な商人が入り込めない不安定な市場
で成功できる」とも語られる。
　それをよく説明するひとつが，上述した東アフリカ諸国間交易と中国＝タ
ンザニア間交易で広く実践されている「クペレンバ」という仕入れ戦略であ
る。表 ₁ は，零細な女性商人 M の，2012年12月と2013年 ₂ 月に卸売店舗街
での仕入れ内容を比較したものである（この女性商人 M は，複数の卸売店舗街
で商品を仕入れており，その一部）。彼女は，2012年12月に「マタピコ」と呼
ばれる，ドレープ・ワンピースを ₅ 枚仕入れたが， ₂ 枚が売れ残ってしまっ
た。ベッドシーツも ₄ 枚仕入れたが，これも ₂ 枚が売れ残った。そこで ₂ 月
にふたたび買い付けに訪れた際には，マタピコの代わりに，スカートとブラ
ウスのセットを ₅ 組購入した。また，ベッドシーツの代わりにハンドバック
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をひとつ試しに購入してみた。
　このように数点ずつ多様な商品を買い集めていくクペレンバは，当然のこ
とながら，時間と労力がかかる。また時間／労働当たりの仕入れ可能量を制
限するため，資本の増加があっても事業や交易の拡大に向かうとは限らない
（上述したように，生計多様化戦略のもとでほかの事業への投資に向かうことも多
い）。しかしクペレンバには，消費者の嗜好性を見誤るなどの失敗に伴うリ
スクが分散されるという利点がある。
　ヤンは，中国の衣料品市場に参入したアフリカ系交易人は 3 つのことを理
解していなくてはならないと指摘する。第一に，工場で生産されてから交易
人に販売されるまでに衣類 ₁ 枚には，莫大な中間マージンが存在することで
ある。この市場の参入者すべてがサプライ・チェーンのどこかに食い込もう
と隙間産業を探しており，この市場には地下銀行や違法な通貨交換業，物流
表 ₁ 　女性商人 M の2012年12月と2013年 ₂ 月の仕入れ内容
（2012年12月） （単位：Tsh，枚）
　 単価 枚数 仕入れ経費 売り上げ 在庫
キテンゲ 15,000 ×5 75,000 150,000 0
ワンピース（ミセスオバマ） 10,000 ×5 50,000 125,000 0
ワンピース（マタピコ） 8,000 ×5 40,000 45,000 2
靴（スリッポン） 8,000 ×1 8,000 15,000 0
ベッドシーツ 25,000 ×4 100,000 60,000 2
ブランケット 30,000 ×2 60,000 90,000 0
合計 　 　 333,000 485,000 4
（2013年 ₂ 月） （単位：Tsh，枚）
　 単価 枚数 仕入れ経費 売り上げ 在庫
キテンゲ 18,000 ×8 134,000 240,000 0
ワンピース（ミセスオバマ） 10,000 ×7 70,000 175,000 0
スカート＆ブラウス 10,000 ×5 50,000 75,000 1
靴（スリッポン） 8,000 ×3 24,000 45,000 0
ハンドバック 10,000 ×1 10,000 20,000 0
ブランケット 30,000 ×1 30,000 45,000 0
合計 　 　 318,000 600,000 1
（出所）女性商人 M からみせてもらった帳簿と聞き取り調査に基づき筆者作成。
82
業，コンサルタント業，違法な名義貸し業，密輸手配業などの巨大な副次的
産業がある。第二に，このサプライ・チェーンにおいていかなる価格変動
―原綿価格や偽造品業者や密輸業者との取引コスト，警察への賄賂の高騰
など―も， ₁ 枚当たりの利益に顕著な差異を生み出すことである。第三に，
ファッションの流行が極めて短期間に変化することである。三元里の衣料品
市場では週単位でファッションが変化する（Yang 2012, 164-165）。
　これらはいずれも短期間に大量の衣類を買い付けるリスクを高める。サプ
ライ・チェーンのどこかで不具合が生じたことに気づかず高値で仕入れた商
品を，翌週にはほかの商人が非常に安価な価格で仕入れるかもしれない。輸
送や陸揚げに手間取った結果，輸入した商品のファッションがすでに流行し
ておらず，在庫になるかもしれない。加えて，アジア製品は模造品や不良品
が多く，詐欺も横行しているため，荷ほどきしたら購入した商品とは異なる
商品が梱包されていることも珍しい事態ではない。これらの可能性は，クペ
レンバによる商品多様化が選択される理由をうまく説明する。また，これら
に仕入れにかかわる注意深さの欠如により容易に資本を失う環境は，他者と
の共同経営に慎重になる要因のひとつとも考えられる。実際，ゴードン・マ
シュー（Gordon Mathews）は，広州市の玄関である香港の重慶大厦を訪れる
アフリカ系交易人の約半数は，二度目の仕入れにくることはないと推計する
（Mathews 2012, 73）。
　ネズミや蟻による数の論理は，広告産業が未発達な地域において，マーケ
ティングや宣伝なしに素早く商品を拡散するうえで効果を発揮し得る。流行
がコントロールされていないため，この市場では消費者の需要や嗜好の多様
性はゆっくりとしか変化していかない。このような多様性に対応するひとつ
の方途は，上述した栗田（2011）が指摘するように，それぞれの地域の消費
者の事情を最もよく把握できる「小売商自らが交易人となり商品の貿易を担
うこと」にあるだろう。
　また中国のアフリカ系交易人たちは，それぞれの地域の消費者の需要に対
応するだけでなく，中国において特定の流行を創り出してもいる。中国には，
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オリジナル製品のサンプルを物流業者を通じて広州に送り，コピー品の製造
を依頼するアフリカ系業者や，インターネットから衣類の型紙をダウンロー
ドしたり，香港でいくつかのブランド・シャツを購入してきて広州市で大量
コピーを委託する交易人が存在するという（Yang 2012, 167）。しかしそれが，
特定の流行品となるためには，多数の短期滞在型の交易人がそれらの商品に
殺到する必要がある。
　さらに，交易人の増殖はこの交易の販売価格のあり方にも影響を与えてい
る。阿（2011）は，山寨携帯（コピー携帯）を製造する無数の中国系製造業
者による販売価格の設定方法は，ブランド企業とは異なることを指摘する
（阿 2011, 90）が，同じ論理に基づく価格設定は衣料品や衣料雑貨の交易でも
広くみられる。すなわち，マーケティングと広告効果に基づいて新商品を高
く販売し市場に浸透するのを待って値下げする大企業とは異なり，この交易
ではすべての商品を消費者の心を動かす最低価格で販売してみて，人気が出
た商品の価格を後から引き上げていくという戦略が採用されているのである。
ここで商人の殺到は，どの商品をいくら引き上げられるかの目安となり得る。
　つまり，取扱商品の選択においても価格設定においても，「試しにやって
みて，稼げるようなら突き進み，稼げないとわかったら撤退する」という短
期決戦で動くことが商人たちにとって不確実性の高い市場で生き延びる秘訣
となり，そのような実践がこの市場の不確実性を維持する。それが，結果と
して大規模な商人やフォーマルな流通会社の参入を阻んでいると推測される
のである。
　ここまで中古衣料品とアジア製衣料品の供給・流通についてインフォーマ
ルな越境交易のダイナミズムに着目して検討してきた。次節では，こうした
インフォーマルな越境交易の拡大が，タンザニアの消費者の衣料品購買行動
とどのように関係しているのかについて考察したい。
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第 3 節　衣料品購入における中古衣料品とアジア製衣料品の選択
₁ ．全体的な消費傾向
　タンザニアの消費者は，中古衣料品とアジア製衣料品について，以下のよ
うな鏡像的なイメージをもっている。中古衣料品は丈夫で品質がよい品が多
い一方で，その時々の流行のデザインを反映した品が手に入りにくい。それ
に対して，アジア製衣料品は最先端の流行を反映しデザイン的に優れた品が
容易に手に入る一方で，品質が非常に悪い。
　多くの消費者は，中古衣料品を購入する際の主要な問題として，「最先端
のファッションでしかも自分のサイズの衣類を中古衣料品市場で探そうとす
れば，何日もかかる」などと，デザインやサイズ展開の問題点を指摘した。
この問題は，明らかに上述した中古品の供給システムに起因する。中古衣料
品の場合，輸出元の消費者が衣類を消費し捨てるまでに時間がかかり，さら
に梱単位で輸入されるために特定の流行品がまとまって流通するわけではな
い。他方でアジア製衣料品の主要な問題点については，「生地がデニムシャ
ツのように薄いジーンズで，数日で尻の箇所が破れた」「偽ブランド品の新
品スニーカーは，たった二週間で靴底が剥がれた」「中国製の花柄のワンピ
ースは，一度の洗濯で色落ちしてマーブル模様になった」など，その過度な
品質の悪さに意見を集中させた。すでに述べたように，このような違いがあ
るため，アジア製衣料品は中古衣料品に完全に代替することにはならず，む
しろ両者は補完的に消費される傾向にある。実際，タンザニアにおけるアジ
ア製衣料品の消費量は増大しているものの，中古衣料品の輸入量が減少して
いるわけではない（図 ₂ ）。
　では，具体的に消費者は，中古衣料品とアジア製衣料品をどのように選択
しているのだろうか。2012年 ₉ 月に，タンザニアのムワンザ市最大の衣料品
商店街であるマコロボーイ・ストリートにおいて，年齢層に偏りがないよう
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配慮しながら，10代後半から50代前半までの男女各100人に対面式の聞き取
り調査を実施した。その結果，同市の消費者による衣料品選択には，以下の
ような傾向がみられることが明らかになった。
　第一に，衣類の種類による選択の違いである。中古衣料品とアジア製衣料
品のどちらを購入するかは，比較的に長期にわたり使用する種類の衣類とそ
うでない種類の衣類で異なっていた。たとえば，紳士用カッターシャツやス
ーツのズボン，学生服として着用される白シャツ，婦人用ジーンズや黒のス
ラックスなど流行に左右されにくいベーシックなデザインの衣類は，多少値
段が高くても中古衣料品を購入すると回答する者が多かった。また靴や鞄，
ジーンズ，防水ジャケットなど着用に際して丈夫さが重視される衣類，幼稚
園から小学校低学年の子どもの T シャツやズボンなど何度も洗濯すること
になる衣類も，中古品の需要が高かった。それに対して，婦人用カットソー，
ブラウス，ワンピース，T シャツなど流行のデザインに応じて頻繁に買い替
える衣類，および一時的な流行品（上述した「ミセス・オバマ・ドレス」など）
（出所）図 ₁ に同じ。
（注）2006年と2007年のデータは入手できなかった。
図 ₂ 　中古衣料品の輸入量の変化
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は，多少品質が劣ってもアジア製衣料品を購入すると回答した者が大半を占
めた。
　第二に，ジェンダーによる違いである。衣類の種類にかかわらず，女性の
ほうが積極的にアジア製衣料品を購入していることが示された。男性消費者
のなかには，中古衣料品しか購入しないと回答した者が100人中46人いたが，
女性消費者にはひとりもいなかった。逆に女性消費者のなかにはアジア製衣
料品しか購入しないと回答した者が100人中11人存在したが，男性にはひと
りもいなかった。同様の結果は，ムワンザ市の商店の取扱品目からも明らか
である。ムワンザ市中心部（City Center）で2012年 ₉ 月に営業していた新品
衣料品店舗を調査助手の協力のもとで分類した結果，467店舗の内訳は，婦
人服店272店，紳士服店12店，婦人服・紳士服混合店162店，その他21店とな
り，婦人服を扱う店舗が大半を占めていた。他方で，市内最大の中古衣料品
市場ムランゴ・ムモジャ市場の商人たちからは，婦人服を扱っていた露店商
のあいだで靴や紳士服に取扱商品を変更した者が増加したと頻繁に耳にした。
すなわち，中古衣料品とアジア製衣料品との競合においては，衣類の種類ご
とにニッチを分ける構造が生まれていると推測されるのである。
　タンザニアでは女性のほうがもともと多様な衣類を消費しており，ファッ
ションのバラエティが豊富であった。アジア製衣料品の輸入量が増える以前
から，女性は，カンガやキテンゲ６，輸入布地で仕立てた衣類，中古衣料品，
新品衣料品のすべてを着用の場面や懐具合，気分に応じて使い分けていた。
そのため，女性がアジア製衣料品の消費に積極的な理由は部分的には，ジェ
ンダー間のファッションに対する関心や態度の違いに起因すると予想される
が，部分的には以下で述べるように，中古衣料品とアジア製衣料品の供給シ
ステムの違いにも起因している。次節では，ジェンダーによる衣料品の購買
行動の違いを，中古衣料品とアジア製衣料品の供給システムに着目して検討
したい。
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₂ ．ジェンダーによる衣料品の購買行動の違いと供給システム
　上記の消費者を対象とした「何をファッションの参考にするか」に関する
聞き取り調査では，女性と男性とのあいだで次のような違いがみられた（図
3 ）。
　女性は，友人や隣人，職場の同僚など身近な人々の着こなしを参考に衣類
を購入すると回答した者が最も多く，男性は実際に商品を購入する段階にな
って，馴染みの商店主や商人の意見を参考にする程度であると回答する者が
最も多かった。このことは，女性消費者と男性消費者のあいだの中古衣料品
とアジア製衣料品の選択に大きな影響を与えている。
　女性たちは，事前に購入したい衣類を決めてから商店を訪れることが男性
に比べて多い。これは女性の衣料品購入においてはバンドワゴン効果が相対
（出所）　2012年 ₉ 月にタンザニア・ムワンザ市のマコロボーイ・ストリートにて実施した男女各
100人に対する聞き取り調査に基づき筆者作成。
図 3 　何をファッションの参考にするか（複数回答）
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的に高いことによる。聞き取りした女性たちは，「ひとりが素敵な／新しい
ファッションの衣類を購入した一週間後には，長屋の女性たちみんなが同じ
ような衣類を着ている」「自分にはどんな衣類が似合うかよりも，友人同士
のおしゃれ競争によって衣類を買っている」などと，衣料品購入に際した女
性同士の関係がいかに重要かを強調した。このことを象徴する出来事は，
2012年 ₉ 月の調査時にも起きた。ムワンザ市では，2011年末頃から，先ほど
から事例に取り上げている「ミセス・オバマ・ドレス」に，前衣が長い羽織
「バジャジ」を合わせるスタイルが人気であった。ある日，私が暮らしてい
た長屋で泥棒騒ぎが起きた。ウガンダから衣料品を輸入する女性店主の部屋
の箪笥から，買い付け資金の一部が盗まれたという。この時に長屋の女性た
ちは口々にひとりの女性を犯人として名指ししたが，その根拠は彼女が盗み
の起きた翌日に最新デザインの「ミセス・オバマ・ドレス」で着飾って街に
出かけたというものだった。当時，長屋の女性たちは盗まれた女性店主の店
でこのドレスを購入していたが，夫が失業中の彼女だけは買うことができず，
ひどく気に病んでいたという。
　すなわち，女性たちの衣料品購入では，親しい友人や隣人と同じデザイン
の衣料品を消費するという点が重要であり，この点においてその時々の流行
のデザインの衣類がサイズや色，模様を違えて豊富にそろうアジア製衣料品
は，彼女たちの購買行動に合致していると考えられるのである。
　一方，ジーンズやシャツなどの欲しい衣料品の種類を決めてはいても，具
体的なデザインについては商店を訪れたり，行商人に出会ったりしてから決
めることが多いと述べた男性の購買行動では，バンドワゴン効果は低い。む
しろ，男性消費者のなかには，中国製の新品衣料品のデザインが似通ってい
る点について，「道を歩いていると必ず同じ服を着た人に出会うので嫌だ」
「新品衣料品では自分だけのファッションを実現できない」など否定的な意
見を述べる者が多数いた。男性の衣料品消費では，いわゆる「みせびらかし
効用」（ウェブレン 1961）が低いことも特徴である。とりわけ，低所得者層
の男性消費者のなかには，アジア製衣料品で着飾る，あるいはアジア製衣料
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品の流行に振り回されることに否定的な意見を述べる者が多かった。男性消
費者はアジア製衣料品を消費しない理由として以下のふたつを挙げた。ひと
つめの理由は，ストリートのリテラシーとして相応しくないというものであ
る。都市部の若い男性のなかには，「アジア製衣料品の流行を追いかけるこ
とに熱中するのは，苦しい生活から抜け出すことを熱望している貧しい労働
者としてのおしゃれのあり方として格好悪い」「着飾ることに関心をもつ若
者は，軟派だ」とアジア製衣料品を否定する一方で，中古衣料品を「ゲット
ー」や「ストリート」のイメージと結びつけながら，「くたびれていても丈
夫な中古衣料品は，困難な都市生活をタフに生き抜いている自分たちと同じ
格好よさがある」として評価した。タンザニアには，着飾った男性を揶揄す
るスラング―たとえば，「ビショー」（bishoo，ショーをするように着飾るナ
ルシスト）や「マシャロバロ」（masharobaro，女性みたいに着飾る男）など
―が豊富にあるが，女性については「浪費」を非難する表現はあっても，
着飾ることを揶揄する表現はない。もうひとつの理由は，「流行の衣装で全
身を固めていると，羽振りがよいとみなされて無心の対象にされる」など，
着飾ることによる実際的な不利益を強調する意見である。
　男性消費者の多くは，「玉石混交でふたつと同じものがない」という中古
衣料品の供給システムに起因する特色を「よいものを見極める力が試される
からこそ，中古衣料品を着こなすほうがおしゃれである」「自分らしい表現
ができる」と肯定的に評価した。これらのことから，男性の衣料品選択では，
流行した年代や製造された場所がばらばらの衣類が「梱」単位で輸入される
中古衣料品が好まれていると指摘できる。
　以上，ジェンダーによる衣料品の購買行動の違いを，中古衣料品と新品衣
料品の供給システムにおける違いに着目して検討してきた。消費者は，中古
衣料品と新品衣料品の品質面・流行面の長所と短所，それぞれの衣料品の供
給のあり方における違いに規定されながら，どちらの衣料品を購入するかを
決定している。しかし実際には，アジア製衣料品を好んでいても中古衣料品
を購入する場合や，中古衣料品を購入するつもりがアジア製衣料品を購入す
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ることになる場合も多々観察される。以下では，中古衣料品と新品衣料品の
価格設定の違いに着目してタンザニアの消費者の消費行動を検討したい。
3 ．衣料品購入における非計画性
　価格の安定性だけをみれば，ある程度，計画的に衣料品を購入するうえで，
アジア製衣料品のほうが中古衣料品に比べて優れている。中古衣料品は相場
が非常にわかりにくい商品である。中古衣料品は梱当たりの流行の品質のよ
い衣料品（グレード A）の割合により，まったく同じデザインの衣類でも小
売価格は大きく異なる。たとえば，200枚入りの梱に ₁ 枚5000シリング（約
320円）以上で販売可能なグレード A が50枚入っていた場合とたった10枚し
か入ってなかった場合とでは，残りの衣類の価格設定は異なってくる。さら
に，中古衣料品はわずかなダメージ（たとえば，インクの染みひとつ）でグレ
ード A に分類されるかグレード C に分類されるかが変化するので，極端な
場合，同じデザインの衣類の小売価格には10倍以上の開きがみられる。それ
に対して，アジア製衣料品は，主要なショッピングストリートを小一時間歩
けば，特定のデザインの衣類の相場を簡単に把握することができる。
　しかしながら，上述の消費者に対する聞き取り調査では，性別の違いにか
かわらず，衣料品の相場の把握による計画的消費は，そもそも限定的にしか
行われていないことが明らかになった。質問では「年間あるいは月々あるい
は週当たりのうち，答えやすい単位で，中古衣料品とアジア製衣料品をどれ
くらい購入しているか，またはどれくらいの金銭を使うか」を回答してもら
った。しかしいずれの質問形式でも，大多数の人々は真面目に考えこんでく
れたものの，最終的には「わからない」「想像もつかない」と結論づけた。
そこで「なぜ，わからないのか」について尋ねたところ，以下のような消費
傾向が明らかになった。
　タンザニアの消費者にとって衣類は，クリスマスや断食明けの祭などの祝
日前に購入する晴れ着とそれ以外の時に購入する普段着に大別される。給与
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所得者のごく一部を除き，このうち計画的な衣料品消費がみられるのは，学
校制服や仕事のユニフォーム類を除くと，祝日前の晴れ着にほぼ限定される。
それ以外の衣類は「必要性」と「偶発性」に応じた消費が顕著である。
　必要性に依拠した消費とは，「もっているジーンズがすべて擦り切れた」
「壊れてない靴が一足もなくなった」などの必要性に迫られて衣類を購入す
ることを意味する。この消費スタイルを説明する際によく挙げられる喩えに，
「路上商人は雨が降ってから傘を販売する」がある。この喩えは「タンザニ
アの消費者は雨に備えて前もって傘を購入する金銭的余裕がないため，雨が
降らないと傘を売ることはできない」という意味で使われるもので，計画的
な物品購入がいかに困難であるかを示している。ここでの必要性は，物理的
な必要性だけでなく，「来客のために食器を買いに走る」や「ひとりだけ流
行に乗り遅れるわけにはいかない」といった社会関係の維持のための必要性
も含まれる。
　一方，偶発性に依拠した消費とは，「偶然に通りかかった行商人がもって
いたブラウスが気に入ったから」「路上商人が勧めてきた T シャツの代金が
たまたまポケットにあったから」など「予定外の商品を購入する」ことを指
す。これは，一見，上記の必要性に依拠した消費スタイルと矛盾するように
みえるが，計画的な消費の困難さを示している点では共通している。
　日本や欧米諸国では景気が悪化したり所得が減少すると，将来に備えた貯
蓄のために消費の先延ばしが起きるが，タンザニア都市部の多くの消費者に
とって延期消費は一般的ではない。延期消費のためには，景気が好転するか
悪化するかにかかわらず，現在の延長線上に未来を予測する必要がある。こ
こで未来を予測できないほどに不確実性の高い状況がある場合，人々の関心
は現在へと向かいがちである。このような予測困難性は，政治体制や国全体
の経済状況の変わりやすさや通貨に対する不信にも関係するが，日々の衣料
品購入においては，何より雇用や収入の不安定性に起因する。
　2000/01年度の労働力調査によると，都市部の就業先は，政府・公共部門
₆ ％，準国営部門2.4％，民間部門16％，インフォーマルセクター33％，農
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業部門37％，その他5.6％となっており，月給制よりも日雇いや零細自営業
などで生計を維持する人口が多い（Tanzania 2003, 29）。日雇いや零細自営業
の手取りは日々大きく変動するため，「買える時に購入する」行動が広くみ
られることになる。また正規の就業機会を得ている場合でも，突然の解雇や
給与カットは日常茶飯事である。人々は，偶発的な商品購入の合理性を，端
的に「いま逃したら，つぎにいつ買えるときが来るかわからない」と説明し
た。また多くの消費者は，「すぐになくなる少額のカネはモノに換えるほう
がよい」という理由からも偶発的な商品購入を説明した。
　「ジーンズを買うカネは大金だがすぐになくなる。道ばたで昨日から何も
食べていないという友人に昼飯を奢ってくれと頼まれる。連れ立って向かっ
た定食屋で『友人に奢る金があるなら，ツケを払え』と迫られる。帰宅する
と義姉がいて『夫が病気で生活が苦しい』とこぼすのでしぶしぶ食費を渡し
てやる。これで終わり。だったら，ジーンズを購入したほうがいい（建築現
場での日雇い労働者・30代前半・男性）」。
　これらの必要性・偶発性に依拠した非計画的な購買行動は，緊急事態にお
いて運よく「お得な」中古衣料品を発見すれば，それを購入する十分な理由
にもなるが，一般的には「少々高額でも長持ちする中古衣料品を購入したほ
うが節約になる」とわかっていても，その時々の予算の都合で廉価なアジア
製商品を購入する主たる理由となる。すなわち，タンザニアの消費者にとっ
て中古衣料品とアジア製衣料品のどちらを選択するかは，品質か流行か，ど
ちらが相対的に安いかだけでなく，どちらが彼らの非計画的な消費に対応し
ているかにも影響を受けているのである。
　中古衣料品およびアジア製衣料品の双方において，インフォーマルな越境
交易は，この非計画的な購買行動と共鳴することで拡大している。交易人に
とって，第一の必要性に迫られた購買行動に対応するためには，消費者の潜
在的／年間を通じた平均的な購買力ではなく，緊急事態の購買力に照準を合
わせた価格設定をしなくてはならない。隣国からの中古品の越境交易は，隣
国から自国で仕入れるより安くグレード A を手に入れる機会となるだけで
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なく，自国では売れないグレード B を他国の商人にグレード A の価格で売
ることで，衣類当たりの単価を引き下げる結果となる。また，「粗悪さ」が
広く認知されても，中国から廉価なアジア製衣料品の輸入が拡大しているの
は，偶発的に衣類に遭遇した場面では，必ずしも常に中古衣料品と比較しな
がら購入していないためでもあるだろう。
　また，消費者の偶発的な衣類購入に対応するためには，ある程度の期間持
続する流行を作り出して特定の商品の販路拡大をめざすよりも，同じ商品が
簡単に手に入りにくい状況を創り出すことが重要となる。この点において，
ふたつと同じ衣類が手に入らず，衣類の単価の変動が大きい中古衣料品ビジ
ネスは，もともとこのような購買行動によく合致していた。中古衣料品ビジ
ネスの末端には膨大な数の行商人が位置するが，彼らの基本的な商売戦略は，
すべて異なる商品をみせびらかして歩いたり，自宅やオフィスに押しかける
ことで，衣類を購入する予定のなかった消費者に商品の購入を促すことにあ
る。
　アジア製衣料品交易の場合，この偶発的な消費の促進は新商品の供給スピ
ードをできるかぎり高め，「クペレンバ」によりセレクト・ショップのよう
に商品の多様性を確保することで可能になる。これに関連して，しばしば誤
解される模造品の消費について言及しておきたい。中古衣料品により「本
物」に接する機会があるタンザニアの消費者の多くは，アジア製衣料品が模
造品や偽ブランド品であることを知っている。そのため，商店主たちが，ブ
ランド名のスペル変更や商標の偽造等により誰でも偽物だと見破れる模造品
を次々と輸入し，商売を早く回転させているのは，必ずしも騙しが目的では
なく，「一時だけ目立つ」商品で消費者の偶発的な買い物を促進することを
めざしている場合も多いのである。
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おわりに
　ここまで，中古衣料品とアジア製衣料品の供給・流通システムとそれぞれ
の供給・流通システムと共鳴するタンザニア消費者の購買行動について検討
してきた。これらの衣料品が，現代のアフリカ諸国の市場に浸透していく仕
組みはどのように説明できるだろうか。
　アフリカ諸国における中古衣料品をめぐってはこれまで，現行のグローバ
ルな経済構造におけるアフリカ諸国の周縁的な地位に着目し，現地産業の保
護・育成の観点から輸入規制の是非を問う研究が中心を占めてきた。アジア
製衣料品の急速な流入やアフリカ諸国間の経済連携といった動きも，おそら
くはこの延長線上でも十分に議論を深められるテーマである。だが一方で，
本章で着目したトランス・ナショナルなインフォーマル交易の台頭は，この
ような国家経済や地域経済を単位にグローバル経済を中心―周縁―に序
列化する見方に挑戦している。この交易の拡大は，主流派の資本主義経済の
法的・制度的なシステム―知的財産権，商法，入管法など―を少なくと
も部分的に受け入れないことを選択した人々が，主流派の資本主義経済内部
に半自律的な社会経済空間を拡大していく動きである。中古衣料品や非正規
品を数多く含むアジア製衣料品は，この動きに強く規定されながら，アフリ
カ市場で消費されている。
　本章で主要な先行研究のひとつとして取り上げた『下からのグローバル
化』の序章において，ゴードン・マシューとカルロス・ベガ（Carlos Vega）
は，この経済の担い手は資本主義の破壊を模索していないし，ラディカルな
革命家も反グローバル運動家も存在しないと断言する（Mathews, Ribeiro and 
Vega 2012, 8）。また終章でグスタボ・リベイロ（Gustavo Lins Ribeiro）も「実
際，非覇権的な世界システム内部の操業者は資本主義を破壊しようとはして
いない（それゆえ，私はこれを対抗［counter-］／反［anti-］覇権的と呼ぶ代わり
に，非［non-］覇権的と呼ぶ）―逆に，彼らは資本主義から利益を得たいと
第 3 章　タンザニア市場における中古衣料品とアジア製衣料品の競合　95
望んでいる」と指摘する。リベイロはさらに同様のことは多くの覇権的世界
システム内部の操業者にも当てはまり，たとえば，税の支払いの回避やマネ
ーロンダリング，違法な資本の逃避などのために，彼らの側も非覇権的な世
界システムを本気で破壊したいとは望んでいないと主張する（Ribeiro 2012, 
224）。
　だが上からのグローバル化や覇権的世界システムが下からのグローバル化
や非覇権的な世界システムとある種の共存的な関係をもつ最たる証拠は，違
法行為にではなく，主流派の経済それ自体が，歴史的に本章で検討した中古
衣料品や非正規品の世界によって維持され，支えられてきた事実にあるので
はないだろうか。先進諸国の人々が享受してきた大量生産・廃棄型の消費文
化は，アフリカ諸国をはじめとする発展途上国への中古品の輸出により，結
果として現地産業の発展にいくらかの否定的な影響を与え，それにより現行
の経済構造を維持することで可能となってきた。コピー商品や模造品は，先
進諸国の人々が消費する記号やイメージにより，ローカルな価値を一元化・
均質化していく（上からの）グローバル化を推し進める過程で生み出された
商品である。これらの商品のインフォーマル交易の発展を主流派の経済の制
度やルールを脅かす動きとみるならば，それは既存の消費文化の維持や上か
らのグローバル化にも問題があるとみるのと同じである。
　アフリカ諸国の消費者がグローバル社会の一員として，限られた費用で先
進諸国の人々が消費するモノと同じクオリティの商品を手にしたいという願
望と，新たな流行や技術の消費に同じスピードで参画したいという願望を同
時に満たすうえで，中古衣料品とアジア製衣料品は補完的な役割を果たして
いる。そして，それらの商品を消費者の購買行動に即したかたちで提供する
うえで，トランス・ナショナルなインフォーマル交易は重要な役割を担って
いる。中国系卸売商も含めたこの交易の担い手たちの商売戦略，そしてアフ
リカ諸国の消費者の購買行動に共通した点があるとしたら，それは不確実性
に対峙する際の「もののやり方」（way of doing）にあるだろう。世界各地の
インフォーマル経済と彼らから商品を購入する消費者は，主流派のフォーマ
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ル経済が暗黙的に意図する発展図式のひとつである制度化や組織化とは異な
る方法―不確実性を維持，拡大する方法―で彼らのニッチを拡大・共有
していると考えられるのである。
　アフリカ市場における中古衣料品とアジア製衣料品の浸透を考えていくう
えでは，「アフリカの消費者が先進諸国の人々と同様に多様な用途・目的で
衣類を消費するためにはどのようなシステムが可能か」といった問い，そし
てローカルな消費者の需要を反映しながら動いている，トランス・ナショナ
ルなインフォーマル交易の活性化をいかに評価していくかを探ることが重要
であるだろう。それは結果として，いかに縫製産業の保護・育成をめざすか
を考える，ひとつの糸口ともなり得るのではないだろうか。本章では十分に
論じられなかったが，アフリカの縫製産業にも中古衣料品を修繕したり，ア
ジア製衣料品を真似て中古衣料品に手を加えたり，それらの輸入品とは異な
るデザインのドレスをアフリカン・プリント布から仕立てるインフォーマル
セクターが多数参入している。これらのインフォーマルな縫製業者がインフ
ォーマルな交易人とのネットワークを通じて，政府が振興するフォーマルな
縫製産業とは異なった形態で生き延びていく多様なあり方を探り，それが中
国をはじめとするアジア諸国の縫製産業とどのようにかかわり得るかを検討
することも重要であると考えている。
〔注〕
１　図 ₁ ではタイからの輸入量は減少しているが，調査したムワンザ市やダル
エスサラーム市ではタイ製品を扱う商店が増加していた。聞き取りした交易
人によれば，タイ製品は中国・香港経由で輸入されたり，ウガンダやケニア
の交易人から輸入されたりするため，実際の輸入量は減少していない可能性
がある。
２　広州市にアフリカ系交易人が集まるようになった経緯については，Yang
（2012）を参照。
３　タンザニア人の場合，香港では90日間自由に滞在できるビザが取得できる。
４　コンテナ船による輸送が主流だが，エチオピア航空やケニア航空は32キロ
まで荷物を持ち込めるため，衣類雑貨などのかさばらない商品についてはい
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わゆるスーツケース・トレーダーも存在する。
５　チェーン・マイグレーションとは，先に移動・移住した同郷者や親族，友
人を頼って数珠つなぎに移動・移住を行う形態を指す。これは中国への移動
に限らず，アフリカ諸国では地方の農村から都市への出稼ぎや隣国への移動・
移住でもみられる移動や移住の形態である。
６　カンガやキテンゲとは，アフリカン・プリント布の名称であり，腰に巻い
てエプロンのように使ったり，風呂敷や子どもの背負い布として活用するほ
か，ワンピースやスカートに仕立てることも多い。
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